
本作品は金沢におけるオーバーツーリズムを防止する手段を検討・
実践したものである。文献調査やアンケート調査などを通じて現状を
よく理解し、その解決手段として観光マナーを描いたうちわの配布を
導き出した過程は評価される。またその妥当性を検証しており、今後
も継続して実施できる活動になりえる。一方でタクシーによる啓発は
未だ試行段階であったのが惜しまれる。うちわに注力した活動であっ
たほうが一貫性があったかもしれない。いずれにしても手順を踏んだ
活動は高校生らしく清々しさを感じる。今後も地道に活動に取り組ん
でほしい。

審査員からのコメント

金沢でオーバーツーリズムを起こさないために
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